
（⽶倉⼭P2G）

カーボンニュートラル実現へ向けた⼤規模Ｐ２Ｇシステムによる
エネルギー需要転換・利⽤技術開発の事業開始について

（これまでの実証試験）

⼯場

CO2フリー蒸気

CO2フリー蒸気

PEM型
⽔電解装置

⽔素ボイラー

需要場所オンサイト

⽔素の輸送⼯程削減

電気

【作る】
⽔素の製造装置
(⽔の電気分解)

【貯める】
⽔素吸蔵合⾦
で貯蔵

【使う】【運ぶ】
トレーラーやカードル

等で輸送

⽔素 ⽔素 ⽔素

【作る】 【貯める】 【使う】

⽔素ボイラー
⽔素

<⼤型化>

＜モジュール化＞

（今後の実証試験）

（再⽣可能エネルギー・
太陽光発電や⾵⼒発電）

PEM型
⽔電解装置

■システムの⼤型化・モジュール化に向けた設計・試験
■⼯場等，エネルギー需要家の施設内にP2Gシステムを導⼊（需要場所オンサイト）

■P2Gの安全性含め技術検証のため，(太陽光）発電所太陽光併設型(⽔素はオフライン輸送）

電⼒系統

発電所併設型
⽔素の輸送不要
（省エネ・コスト低減）

参考①



出典：2021年8月26日 NEDOニュースリリース
「グリーンイノベーション基金事業、第1号案件として水素に関する実証研究事業に着手」
（別紙2）事業概要資料 2‐6
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